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研究成果の概要（和文）：本研究の目的と実施計画に基づき、研究代表者と研究分担者、研究協力者は協働し
て、非ヨーロッパ諸語に対し従来より適用妥当性の高い言語能力記述方法の開発研究を行った。
特にEUにおける最新のCEFR改訂動向を参照するとともに、アジア諸語の多様な言語的特性や社会的・文化的特質
を分析的に把握した上で、独自の言語能力記述項目作成のための指標抽出を行うことにより、アジア諸語に対し
てCEFRの適用可能性を拡げる方策を試みた。
研究成果にについては定期的な研究会や外国での成果発表や国際研究集会を開催するなど、研究交流の実質化を
図った。研究成果の発信は、成果報告書の刊行およびWebで2018年3月までになされている。

研究成果の概要（英文）：Based on the purpose and implementation plan of this research, the research 
representative, the research sharing persons, and the research collaborators worked efficiently to 
develop a linguistic proficiency evaluation method with high applicability to non-European 
languages. 
In particular, referring to the latest CEFR revision trends in the EU, we analyzed diverse 
linguistic characteristics and socio-cultural properties of our target Asian languages, and then, by
 extracting socio-cultural features, prepared more appropriate linguistic ability description items 
in order to extend the applicability of CEFR settings to Asian languages.
Regarding research outcomes, in addition to periodical research meeting, we also held research 
results presentations in foreign countries and international symposia. Our research results has been
 published in a final report as well as on the Web by March 2018.

研究分野： 一般言語学、言語教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)ヨーロッパ連合（以下、EU）では、言語・
民族・国境等を超えた広域の共同体を形成
し、その将来を担う世代にヨーロッパ市民
意識と資質の育成をはかっている。とりわ
け高等教育の抜本的改革「ボローニャ・プ
ロセス」の中で各国独自に担われてきた知
的再生産を担う高等教育が標準化され変
質しつつある。労働者及び学生のモビリテ
ィと外国語教育改革の基盤をなすものが
言語能力評価のための「ヨーロッパ共通参
照枠組み」（Common European Framework of 
Reference for Languages、以下 CEFR）で
あり、その開発は広汎な研究者の長年の努
力により2003年にガイドラインが示され
た。約10年を経てその適用範囲は理論面･
実践面ともに急速に進展し、EUの言語教育
の現場と、行動中心複言語主義、タスクと
解決能力の育成など教育理念そのものを
変容させた。 

(2)しかしながら、CEFRの世界化が進むに従
いアラビア語、中国語、日本語等、非EU
言語へのCEFRの適用可能性の研究はされ
ているものの、文字体系･音声･文法など言
語類型的特徴の差異や文化的ギャップの
ために未だ通言語的測定尺度としては確
立されていない。ヨーロッパの言語・文化
の均質的な土壌に育まれた言語コミュニ
ケーションの敷居の低さはそのままCEFR
の構成概念に反映されている。 

(3)現在言語教育研究者にとって喫緊の課
題としては、EUの研究者がなしえない非欧
米言語の教育にも適用可能な新たな評価
システムの開発が重要であり、特に日本や
アジア諸国の言語教育の当事者がその点
に研究活動を焦点化することで、より汎用
性のある通言語的な共通枠組みを開発･提
案する可能性を持っている。 

 
２．研究の目的 
(1)グローバル化の著しい国際社会の中で
我が国は、英語のみならず高度な複数言語
能力をもつ人材を養成する課題に直面し
ており、外国語教育においては通言語的透
明性が確保された言語能力評価システム
の開発研究が急務である。 

(2)本研究の目的は、第１に、アジア諸語を
対象とし、その社会・文化的多様性を考慮
したコミュニケーション能力教育方法を
研究することにより、より汎用性の高く通
言語的かつ透明性の高い言語能力評価シ
ステムを開発し、国際的に提案することで
ある。 

 そのため第２に、実施約10年を経たCEFR
の再検証とEU内で進む社会・文化的コミュ
ニケーション能力を勘案したCEFR改革に
関する最新動向調査の結果を本研究に活
用し、EU側の研究にも寄与する。 

 第３に、高等教育のみならず中等教育と
の接続や、生涯教育（非公式語学教育サー

ビス等）への応用など、現代日本社会のニ
ーズにも対応した成果を社会に還元する
ことも研究の展望としてもっている。 

 
３．研究の方法 
(1)第１に、アジア諸国の現地研究者たちの
協力を得て、アジアの社会・文化的多様性
を考慮しつつ、元来EUローカルで適応環境
の制約のあるCEFRを批判的に援用して、ア
ジア語圏の多様な特質を持つ諸言語にも
適用しうる通言語的共通参照基準のモデ
ルを開発研究すること。 

 第２に、EUで実施約10年を経て再検討の
進みつつあるCEFR自体について、特に、欧
米諸語の言語タイプ以外の言語への適用
方法の開発と社会文化的コミュニケーシ
ョン能力評価法開発にかかわる最新動向
を把握し、上記研究の成果と総合すること。 

 第３に、日本の他のCEFR研究グループと
の研究交流により、中等教育や生涯教育と
の連携を視野に入れつつ一般社会にも妥
当性の高い能力到達度測定モデルを研究
すること。 

(2)そのため研究計画に対応した３つの作
業班を組織し、参加者は専門研究領域を活
かし計画遂行に向けて協働した。分担する
内容は分担者の多くが先行する富盛伸夫
代表の科研活動により現地調査で研究協
力者と共同研究をするなど、すでに本課題
に関連する実績のある言語地域を専門的
に担当した。 

 A班：アジア諸語地域の社会・文化的多様
性を考慮した通言語的かつ透明性の高い
言語能力評価システムの開発研究。 

 B班：CEFRの再検証および非EU言語への適
用方法と社会文化的コミュニケーション
能力評価法開発にかかわる最新動向調査。 

 C班：中等教育及び社会的ニーズに対応し
た外国語能力到達度評価基準に関する研
究。 

(3)上記以外に、国内外の言語能力評価法研
究分野の専門家との協力体制を充実させ
た。すでに研究協力、共同研究、先行科研
等で研究連携のある研究者の協力を得て
講演会、シンポジウムなどが実質的に推進
された。 

(4)研究アジェンダの管理と運営責任体制
を確保する目的で、分担者が委員となる運
営委員会を定期的に開催して、研究代表者
が総括的責任を担い、さらに各班のリーダ
ーによる幹事会を構成し、全体的な研究遂
行の管理・調整を行った。 

 
４．研究成果 
 本研究プロジェクトの活動経過と成果の
詳細は研究代表者による、東京外国語大学
語学研究所・協働科研のサイト「アジア諸
語の社会・文化的多様性を考慮した通言語
的言語能力達成度評価法の総合的研究」
http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ilr/si



te0008/index.html および、「「アジア諸
語の社会・文化的多様性を考慮した通言語
的言語能力達成度評価法の総合的研究」の
概要と活動実績」
http://www.tufs.ac.jp/common/fs/ilr/si
te0008/_src/7188/13_gaiyo.pdf を参照さ
れたい。以下は、その中で主要な事項のみ
を記載する 
 
(1) 当初の計画に従い、上記の３つの作業班

はそれぞれの目標に沿って順調に研究活
動を遂行した。アジア諸語地域の社会・文
化的多様性を考慮した通言語的かつ透明
性の高い言語能力評価システムの開発研
究を目的とし、研究期間を通して、東京外
国語大学語学研究所を拠点として、定例の
研究集会の他、国際シンポジウムや国際ワ
ークショップの開催により、海外の研究連
携大学およびアジア諸大学からの研究者
とともに、CEFRの言語能力記述文
（descriptors）の妥当性を評価した。 

(2)アジアの諸大学での外国語教育システム
立案者や言語教育従事者（教師等）に対す
る現地調査（特にタイ、ミャンマー、台湾
など）により、Webや二次資料の情報では
得られない信頼度の高い情報が入手でき
た。アジア諸語教育に関わる各分担者はア
ジアの多様な社会・文化的コンテクストを
通言語的枠組みの中に捉えるために必要
となる発話の社会言語学的コンテクスト
分析、談話ストラテジーやポライトネスの
表れ方など語用論的研究を推進した。 

(3) この活動成果をもとに、研究代表者と研
究参加者は協働して、年間数回の書面アン
ケートあるいは直接の聞き取り調査によ
り、語用論的ストラテジーや談話構成、ま
た欧米地域とは異なる言語行動やphatic
な要素などアジア諸語の多様な社会的・文
化的特質を分析的に把握した上で、CEFRの
能力記述項目に反映するような指標抽出
の試みを行なった。 

(4) 国内調査では中等教育と大学教育との接
続に関わる問題を先進的な複数のアジア
諸語教育に取り組む長崎県教育委員会と
県内離島の高等学校で聞き取り調査を行
い、分析結果を公開した。 

(5) 特に最終年度は外国での成果発表や研究
活動の集約としての国際ワークショップ
を開催するなど、研究成果を対外的にも発
信し研究交流にも務めた。その中で、EU等
ですすめられている社会文化的コミュニ
ケーション能力の育成と異言語・文化間の
仲介（mediation）の評価法開発にかかわ
る最新研究動向を把握し、CEFRの非EU言語
への適用妥当性の再検証および社会文化
的コミュニケーション能力評価法開発に
かかわる最新動向調査を行なった。その成
果を国内外の学会・研究集会で成果発表を
行なったほか、Web上で公開したことで問
題の喚起を図るなどの試みを行った。 

(6) 2017（平成29）年9月26日開催の「言語教
育（CEFR）国際ワークショップ―CEFRの受
容と適用可能性をめぐって―」では研究成
果の一般公開を行い、アジア諸語の言語的
特性や社会･文化的特質を考慮した適用可
能性を俎上にのせ、取りうる方策の検討を
試みた。EUにおける最新のCEFR改訂動向情
報とともに、東京外国語大学で進められて
いる27言語に応用したCEFR-Jの導入計画
が紹介されるとともに、学習者の複数言語
使用や学習動機・ニーズに対応したEUでの
CEFR改訂は本科研プロジェクトの問題意
識と同じ方向性を持ち、多言語使用社会を
前提にした複言語使用者の言語行動にお
ける異言語・異文化間コミュニケーション
能力の再概念化に向かう研究展望が開け
た。 
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